２０１５年８月１７日　
　いつもお世話になりまして本当にありがとうございます。「これまでの議論の整理」（案）につきまして、修正の意見を述べさせていただきますので、ご検討のほどよろしくお願い申し上げます。

障がい者差別解消に向けた実効性ある取り組みについて（議論の整理）

２　取組みの基本的な方向性について

（４）取組みを進めるに当たっての視点
案文：「差別かどうかという視点よりも、むしろ、生活全般から問題を捉えていく視点が必要である。」
変更：「差別かどうかという視点を含めて、広く生活全般から問題を捉えていく視点が必要である。」
理由：差別の問題か生活全般の問題かと対立的に捉えられる心配がありますので、差別の視点を含めて広く生活全般からの視点で差別の解消に取り組む視点を明確にします。
３　相談、紛争の防止・解決の体制整備の具体的方策について

（３）専門・中立的な立場から対応する仕組み

案文：「合理的配慮の不提供に係る事案…（中略）…今後の相談事案の集積や国の動向等を踏まえて、将来の検討課題とすることが適当である。」

変更：「合理的配慮の不提供に係る事案…（中略）…今後の相談事案の集積や国の動向等を踏まえて、検討を進めていくことが適当である。」

理由：「将来の検討課題」との表現ではかなり遠い時期というイメージがありますので、相談の状況や国の動向を踏まえて「検討を進めていく」との表現が良いと思います。

５ 条例の必要性について
（条例の必要性）

案文：「利用者への対応がしやすい、といったことから、条例が必要」
挿入：「利用者への対応がしやすい、相談や紛争解決のための仕組みを明確にできるといったことから、条例が必要」

理由：条例の必要性として、３及び４で議論した相談体制の整備や合議体等による紛争解決の仕組みのために、条例の制定が必要だからです。
（まとめ）
案文：「条例制定の方向性については、（ウ）も視野に、…（中略）…法施行後の状況等を踏まえて、条例の内容についてより検討を深めるべきとの意見が多かった。」
変更：「条例制定の方向性については、（ウ）の方向を考えるならば、…（中略）…法施行後の状況等を踏まえて、条例の内容についてより検討を深めるべきとの意見があった。」

案文：「一方、…（中略）…また、公表といった府独自の実効性の確保」

変更：「なお、…（中略）…また、勧告・公表といった府独自の実効性の確保」

案文：「府におかれては、今後、…（中略）…聞きつつ、適切に判断されたい。」
変更：「府におかれては、部会における議論を踏まえて、…（中略）…聞きつつ、条例の制定を検討されたい。」
理由：（１）障害者基本法や障害者差別解消法が明確に規定していない部分を補完する施策は、法施行から必要であり、法施行に合わせて条例を制定する必要があります。

（２）３及び４で議論した、相談体制の整備や合議体の設置を行い、調整や助言・あっせん、勧告等の権限を与えるためには条例の制定が必要不可欠です。
（３）相談事例から、障がい者差別についての話し合いを進めるための調整や助言・あっせん等が求められています。
（４）さらに、これらを充実させる条例について検討を進めて、改正していくことが求められます。
（５）障がい者差別の解消に向けて実効性のある取り組みを、早急に進める必要があると思います。
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